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使
用
済
み
切
手
、
使
用
済
み
プ
リ

ペ
イ
ド
カ
ー
ド
、
ロ
ー
タ
ス
ク
ー
ポ

ン
、
外
国
コ
イ
ン
を
集
め
て
み
ま
せ

ん
か
。
こ
れ
ら
を
集
め
て
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
セ
ン
タ
ー
（
左
下
地
図
参
照
）

に
お
持
ち
い
た
だ
く
と
、
福
祉
活
動

の
支
援
や
、
海
外
の
子
ど
も
た
ち
の

支
援
な
ど
に
役
立
た
せ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

ほ
か
に
も
、
ベ
ル
マ
ー
ク
や
書
き

損
じ
た
未
使
用
の
は
が
き
な
ど
を
集

め
る
活
動
が
あ
り
ま
す
。
受
け
入
れ

先
な
ど
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
事
前

に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
な
ど
で

調
べ
て
か
ら
活
動
を
始
め
て
み
ま
し

ょ
う
。

た
だ
集
め
る
だ
け
で
は
な
く
、
集

め
た
も
の
が
ど
ん
な
こ
と
に
役
立
つ

の
か
を
調
べ
、
で
き
る
だ
け
多
く
の

人
と
一
緒
に
集
め
て
み
る
と
楽
し
い

活
動
に
な
り
ま
す
。

花
を
プ
ラ
ン
タ
ー
に
植
え
て
並
べ

た
り
、
公
園
の
植
物
を
大
切
に
し
た

り
す
る
こ
と
も
自
然
環
境
を
守
る
た

め
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
な
り
ま

す
。
ま
た
、
ご
み
の
出
し
方
や
分
別

に
気
を
つ
け
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

今
、
ど
ん
な
環
境
破
壊
が
起
き
て

い
る
の
か
な
ど
、
自
然
環
境
の
こ
と

を
調
べ
な
が
ら
、
活
動
を
始
め
て
み

ま
し
ょ
う
。

段
差
が
あ
っ
た
り
、
自
転
車
や
荷

物
な
ど
で
道
が
ふ
さ
が
っ
て
い
た
り

し
て
、
車
い
す
を
使
っ
て
い
る
人
が

困
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ

ん
な
姿
を
見
か
け
た
ら
「
何
か
お
手

伝
い
で
き
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
」

と
一
声
か
け
て
み
ま
し
ょ
う
。
ち
ょ

っ
と
し
た
「
ふ
れ
あ
い
」
か
ら
、
楽

し
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
広
が
り

ま
す
。

老
人
ホ
ー
ム
な
ど
を
訪
問
し
て
、

お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の

話
し
相
手
に
な
っ
て
昔
話
や
地
域
の

歴
史
の
話
を
聞
か
せ
て
も
ら
っ
た
り
、

お
手
玉
遊
び
や
ト
ラ
ン
プ
を
し
た
り

し
て
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し

て
み
ま
し
ょ
う
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
、

夏
休
み
を
利
用
し
て
活
動
で
き
る
福

祉
施
設
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

高
浜
高
校
普
通
科
福
祉
教
養
コ
ー
ス
の
み
な
さ
ん
が
栗
原
ホ
ー
ム
の
利
用
者
と
一
緒
に

七
夕
ま
つ
り
を
見
学
。
人
と
人
と
の
出
会
い
の
中
で
福
祉
の
心
を
は
ぐ
く
ん
で
い
ま
す
。
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ボランティア�

夏休み。小学生から始められるボランティアは？

①身近なことから始めましょう�
②できることから無理をしないで�
③約束と秘密は守りましょう�
④相手にあわせて活動しましょう�
⑤多くの人と協力して活動しましょう�

できることからでいいんです。この夏、少しだけ
「やさしさ」をまわりの人に分けてみませんか。

ボランティア活動の中には、収集活動など、小学
生から始められる簡単な活動がたくさんあります。
自分にあった楽しい活動が見つかれば、新しい自

分を発見できるかもしれません。もうすぐ夏休みで
す。身近にできることから、さあ！行動してみまし
ょう。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
始
め
方
な
ど
に

つ
い
て
、
高
浜
高
校
手
話
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
部
の
一
年
生
（
写
真
左

か
ら
高
橋
さ
ん
、
白
鳥
さ
ん
、
平
山

さ
ん
）
に
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
よ
う
」と
力

を
入
れ
る
と
、
壁
が
で
き
て
し
ま
い
、

な
か
な
か
前
に
進
め
な
い
と
思
い
ま

す
。
困
っ
て
い
る
人
が
い
た
ら
力
に

な
り
た
い
と
い
う
よ
う
な
自
然
な
気

持
ち
で
始
め
る
こ
と
。
そ
れ
が
結
果

的
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
呼
ば
れ
る
行

動
に
な
る
ん
だ
と
思
い
ま
す
。

わ
た
し
た
ち
も
、
耳
の
不
自
由
な

人
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り

た
い
。
そ
れ
に
は
手
話
を
覚
え
よ
う

と
い
っ
た
自
然
な
気
持
ち
で
手
話
を

覚
え
て
い
ま
す
。

自
分
が
す
る
こ
と
が
だ
れ
か
の
力

に
な
る
っ
て
い
う
こ
と
は
、
う
れ
し

い
こ
と
で
す
。
そ
し
て
、
相
手
の
笑

顔
に
ふ
れ
る
と
、
ま
た
次
の
行
動
が

生
ま
れ
て
き
ま
す
。
最
近
は
、
そ
う

い
っ
た
ふ
れ
あ
い
を
家
で
話
す
の
で
、

家
族
も
共
感
し
て
行
動
し
て
い
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
少
し
の
勇
気

は
必
要
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
、
特

別
な
こ
と
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
よ
。

い
っ
ぱ
い
集
め
て

役
立
て
よ
う

車
い
す
を
使
っ
て
い
る
人

が
困
っ
て
い
た
ら

お
じ
い
ち
ゃ
ん
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と

一
緒
に
楽
し
も
う

み
ん
な
で
自
然
環
境

を
守
ろ
う

ここで

聞いてね
ボランティアセンター

追分1-43福祉会館内･133-2333

ボランティア活動について知りたいことがあっ
たら、ボランティアセンターへご相談ください。
専門のスタッフがアドバイスします。
また、夏休みのボランティア活動をサポートす
るガイドブックもありますので、ぜひ、ご利用く
ださい。

平成9年（1997年）11月20日、第52回
国際連合総会で、「21世紀最初の年を
ボランティア国際年にしよう」と日
本が提案しました。これに、世界123
か国が賛同し、今年をボランティア
国際年にすることが満場一致で決ま
りました。世界各国で、次の四つの
目的に従って、さまざまな活動が展
開されています。
①みんなにわかってもらう
②だれでもボランティアをしたいと
きに気軽にできるようにする

③ボランティアについての仲間づく
りをする

④ボランティア活動をもっと盛んに
する

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は

特
別
な
こ
と
で
は
な
い
で
す
よ

夏
休
み
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
ガ
イ

ド
が
あ
る
よ



平成13年7月15日　２
平塚市役所　電話23-1111・35-1111

夏 休 み

☆東海大学湘南校舎 u開放日時 8月1日（水）～31日（金）、午前9時～午後5時
u休館日 土・日曜日、8月13日（月）～17日（金） u対象 高校生
☆神奈川大学湘南ひらつかキャンパス u開放日時 8月1日（水）～8月31日
（金）、午前9時10分～午後4時50分　u休館日 土・日曜日、8月9日（木）～17日（金）
u対象 中学生・高校生 ※両館とも、ご利用の際は生徒手帳をお持ちください。

大学の図書館が利用できます
□問 東海大学（158ー1211内線2731）神奈川大学（159ー4111内線2100）

お
申
し
込
み
は
、
は
が
き
に
住
所
、

氏
名
、
保
護
者
名
、
電
話
番
号
、
学

年
を
記
入
し
、
中
央
公
民
館
（
〒
254

-

0047
追
分
１-

20
・
1
34-

２
１
１

１
）へ
。

■
子
ど
も
科
学
教
室

農
業
総
合
研
究
所
で
、
科
学
の
お

も
し
ろ
さ
を
体
験
し
よ
う
。

▽
内
容
・
日
程（
８
月
）

①
植
物
の
色
の
不
思
議（
３
日
）

②
研
究
所
を
探
検
し
て
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
作
ろ
う（
７
日
）

③
葉
脈
標
本
を
作
ろ
う（
８
日
・
９
日
）

④
お
い
し
さ
の
科
学（
９
日
）

⑤
手
軽
に
で
き
る
生
ご
み
の
リ
サ
イ

ク
ル（
10
日
）

※
②
は
１
日
、
そ
の
ほ
か
は
半
日
単

位
。
た
だ
し
、
③
は
午
前
の
み

▽
時
間

午
前
10
時
〜
正
午
、
午
後

２
時
〜
４
時

▽
対
象

市
内
に
お
住
ま
い
の
小
学

校
４
年
生
〜
６
年
生

▽
定
員

各
教
室
10
〜
15
人
（
抽
選
）

▽
会
場

農
業
総
合
研
究
所

▽
締
め
切
り

７
月
19
日（
木
）

お
申
し
込
み
は
、
往
復
は
が
き
に

夏
休
み
に
、
思
い
切
り
い
ろ
い
ろ

な
こ
と
を
体
験
し
て
み
よ
う
。

■
子
ど
も
会
劇
場
「
大
冒
険
舞
台
劇

ハ
ッ
ク
ル
ベ
リ
ー
・
フ
ィ
ン
」

自
由
を
求
め
て
旅
に
出
た
ハ
ッ
ク

ル
ベ
リ
ー
の
勇
気
と
友
情
の
冒
険
物

語
だ
よ
。

▽
日
時

７
月
22
日（
日
）、
１
回
目
・

午
後
０
時
30
分
開
演
、
２
回
目
・
午

後
２
時
50
分
開
演

▽
会
場

市
民
セ
ン
タ
ー

▽
入
場
料

前
売
り
・
700
円
、
当
日

・
800
円（
全
席
自
由
）

お
申
し
込
み
は
、
青
少
年
課（
1

32-

７
０
２
９
）へ
。
月
曜
日
休
み
。

■
夏
休
み
親
子
昆
虫
教
室

昆
虫
を
見
た
り
触
っ
た
り
し
て
、

虫
の
不
思
議
を
知
ろ
う
。

▽
日
時

８
月
７
日
（
火
）
・
９
日

（
木
）・
16
日（
木
）、
午
前
９
時
30
分

〜
正
午
、
全
３
回

▽
対
象

市
内
に
お
住
ま
い
の
小
学

校
４
年
生
〜
６
年
生
と
そ
の
保
護
者

▽
定
員

20
人（
抽
選
）

▽
会
場

中
央
公
民
館
ほ
か

▽
締
め
切
り

７
月
25
日（
水
）

●
土
砂
災
害
を
防
ぐ
絵
画
・
ポ
ス
タ

ー
・
作
文

土
砂
災
害
か
ら
人
命
や
財
産
を
守

る
こ
と
を
呼
び
掛
け
る
た
め
、
小
・

中
学
生
を
対
象
に
絵
画
、
ポ
ス
タ
ー
、

作
文
を
募
集
し
ま
す
。

▽
応
募
規
定

絵
画
と
ポ
ス
タ
ー
は
、

サ
イ
ズ
や
描
き
方
自
由
、
作
文
は
、

400
字
づ
め
原
稿
用
紙
５
枚
ま
で
。
い

ず
れ
も
未
発
表
作
品
に
限
る

▽
締
め
切
り

９
月
14
日
（
金
）

▽
応
募
方
法

絵
画
と
ポ
ス
タ
ー
は

画
用
紙
の
裏
、
作
文
は
原
稿
用
紙
に

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
学
校
名
、

学
年
、
年
齢
を
記
入
し
、
通
学
す
る

小
・
中
学
校
ま
た
は
水
政
課
（
〒
254

-

8686
浅
間
町
９-

１
・
内
線
２
６
２

１
）
へ

●
緑
化
標
語
・
ポ
ス
タ
ー

み
ん
な
の
気
持
ち
が
花
と
緑
で
い

っ
ぱ
い
に
な
る
よ
う
な
標
語
と
ポ
ス

タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

▽
対
象

市
内
に
お
住
ま
い
、
お
勤

め
、
通
学
の
方
　
　

▽
応
募
規
定

・
標
語
…
①
１
人
１
点
20
字
以
内
②

未
発
表
作
品

・
ポ
ス
タ
ー
…
①
１
人
１
点
②
未
発

表
作
品
③
用
紙
は
Ｂ
３
画
用
紙
ま
た

は
38
㎝
×
53
㎝
の
用
紙
で
横
向
き

▽
締
め
切
り

９
月
７
日
（
金
）

▽
応
募
方
法

標
語
は
は
が
き
、
ポ

ス
タ
ー
は
裏
面
に
住
所
、
氏
名
、
性

別
、
年
齢
、
学
校
名
、
学
年
（
勤
務

先
）
を
記
入
し
、
み
ど
り
公
園
課（
〒

254-

8686
浅
間
町
９-

１
・
内
線
２
５

９
１
）
へ

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
学
年
、

希
望
教
室
名
と
午
前
ま
た
は
午
後
の

希
望
時
間（
第
二
希
望
ま
で
）を
記
入

し
、
農
業
総
合
研
究
所
企
画
調
整
部

（
〒
259-

1204
上
吉
沢
1617
・
1
58-

０

３
３
３
内
線
２
１
０
３
）へ
。

■
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
入
門
教
室

電
子
メ
ー
ル
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

使
い
方
を
学
ん
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

と
仲
良
し
に
な
ろ
う
。

▽
日
時

８
月
25
日（
土
）、
午
前
９

時
30
分
〜
午
後
０
時
30
分

▽
対
象

市
内
に
お
住
ま
い
の
小
学

校
４
年
生
〜
中
学
校
３
年
生
と
そ
の

保
護
者

▽
定
員

２
人
１
組
で
50
組（
抽
選
）

※
子
ど
も
同
士
の
応
募
も
で
き
ま
す

▽
会
場

東
海
大
学
湘
南
校
舎

▽
締
め
切
り

８
月
３
日（
金
）

お
申
し
込
み
は
、
は
が
き
に
参
加

者
の
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
学

年
を
記
入
し
、
社
会
教
育
課
（
〒
254

-

8686
浅
間
町
９-

１
・
1
35-

８

１
２
３
）へ
。

■
シ
ニ
ア
・
リ
ー
ダ
ー
キ
ャ
ン
プ

シ
ニ
ア
・
リ
ー
ダ
ー
の
お
兄
さ
ん

や
お
姉
さ
ん
と
一
緒
に
、
野
外
炊
事

や
工
作
を
楽
し
ん
で
み
よ
う
。

▽
日
時

８
月
25
日（
土
）
〜
26
日

（
日
）、
１
泊
２
日

▽
対
象

市
内
に
お
住
ま
い
の
小
学

校
４
年
生
〜
６
年
生

「
相
武
国
」
は
、「
さ
が
む
の
く
に
」

と
読
み
、
相
模
国
が
成
立
す
る
以
前

に
、
わ
た
し
た
ち
平
塚
の
地
が
属
し

て
い
た
国
の
名
で
す
。

こ
の
特
別
展
で
は
、
南
関
東
の
前

期
古
墳
を
代
表
す
る
真
土
大
塚
山
古

墳
を
は
じ
め
、
相
模
川
流
域
に
築
か

れ
た
古
墳
の
様
相
か
ら
、
相
武
国
を

探
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
博
物
館
へ
お
越

し
く
だ
さ
い
。
入
場
料
は
無
料
で
す
。

▽
会
期

７
月
20
日（
祝
）〜
８
月
31

日（
金
）、
月
曜
日
休
み

▽
開
館
時
間

午
前
９
時
〜
午
後
５

時（
金
曜
日
は
７
時
ま
で
）

◎
記
念
講
演
会
「
ヤ
マ
ト
政
権
と
相

武
国
」、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
相
武
国

の
古
墳
」

▽
日
時

８
月
４
日（
土
）、
午
前
10

時
〜
午
後
４
時
30
分
、
参
加
自
由

▽
会
場

中
央
公
民
館

◎
記
念
行
事「
相
武
国
の
古
墳
を
歩
く
」

▽
日
時

①
８
月
12
日（
日
）・
伊
勢

原
の
古
墳
、
②
８
月
19
日（
日
）・
海

老
名
の
古
墳
、
午
前
10
時
〜
午
後
２
時

▽
定
員

各
回
50
人（
抽
選
）

▽
申
し
込
み

７
月
28
日（
土
）ま
で

に
、
往
復
は
が
き
に
希
望
見
学
先
と
、

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を

記
入
し
、
博
物
館
（
〒
254-

0041
浅
間

町
12-

41
）へ
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
博
物
館（
1

33-

５
１
１
１
）へ
。

▽
定
員

45
人
（
先
着
順
）

▽
会
場

び
わ
青
少
年
の
家

▽
参
加
費

二
千
五
百
円

お
申
し
込
み
は
、
青
少
年
会
館（
1

32-

７
０
２
９
）へ
。
月
曜
日
休
み
。

■
夏
休
み
わ
ん
ぱ
く
相
撲
大
会

日
本
の
国
技
「
相
撲
」
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
、
礼
儀
と
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン

精
神
を
養
お
う
。

▽
日
時

８
月
28
日（
火
）、
午
前
10

時
〜
正
午

▽
対
象

市
内
に
お
住
ま
い
の
小
学

生▽
会
場

総
合
公
園

▽
競
技
内
容

学
年
別
個
人
ト
ー
ナ

メ
ン
ト
戦

▽
服
装

体
育
用
パ
ン
ツ

お
申
し
込
み
は
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興

財
団（
1
35-

０
１
０
２
・
6
35-

３
３
３
２
）へ
。

新
た
な�

翼
を
広
げ
よ
う
！�

平塚海岸のビーチパークでは、8月31日まで、

「ビーチカ－ニバル」を開催しています。

全国規模のビーチスポーツ大会をはじめ、小学

生ビーチドッジボール大会やビーチコンサートな

どのほか、サーフィンやビ－チバレーの講習会な

ども開催します。どうぞ、お出かけください。

参加方法など詳しくはビーチセンター（123ー

4781）へ。

uビーチセンター開館時間 午前9時～午後6時

u交通 平塚駅から徒歩約15分。駅南口からビー

チパーク北側の湘南海岸公園まで、およそ20分

間隔で臨時バスが運行しています（7月20日～8月

31日、午前9時20分～午後5時40分、大人片道170

円・小人片道50円）

ビーチカーニバル開催中

才
能
が
花
開
く�

�

チ
ャ
レ
ン
ジ
!!
�

湘
南
の
美
術・光�

今
年
の
三
月
で
開
館
十
周
年
を
迎

え
た
平
塚
市
美
術
館
。
そ
の
美
術
館

の
成
り
立
ち
と
活
動
の
歩
み
を
、
所

蔵
品
約
百
六
十
点
と
ポ
ス
タ
ー
、
写

真
資
料
な
ど
で
た
ど
り
ま
す
。
ど
う

ぞ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
会
期

７
月
26
日（
木
）〜
９
月
30

日
（
日
）、
月
曜
日
休
み

▽
開
館
時
間

午
前
９
時
30
分
〜
午

後
４
時
50
分
（
入
場
は
４
時
30
分
ま

で
）

▽
観
覧
料

一
般
300
円
、
大
学
生
・

高
校
生
200
円
、
中
学
生
以
下
無
料

※
第
２
・
４
土
曜
日
は
高
校
生
も
無
料

お
問
い
合
わ
せ
は
、
美
術
館
（
1

35-

２
１
１
１
）
へ
。

友好都市・岩手県花巻市が誇る花巻まつりを見学しながら、みちのく
を旅してみませんか。
u日程 9月7日（金）～9日（日）、2泊3日

uコース　1日目：平塚発（7:30）―〈バス〉―

花巻着（15:30）―勿来の関・白水阿弥陀堂な
ど観光―高湯泊　2日目：裏磐梯五色沼―
花巻まつり見学―花巻温泉泊　3日目：花
巻市内見学―金婚亭―えさし藤原の郷―
平泉中尊寺―一ノ関駅発（14:46）―〈東北
新幹線〉―平塚着（19:00）

u定員 35人（先着順）

u参加費 49,800円

u申し込み先 神奈中トラベル（122-8866）

□　問 交流親善課（125－2520）

花巻まつり市民ツアー友好都市
岩手県花巻市へ

400年の歴史を誇る花巻まつり

七夕まつりで使った竹を自由に工作し

て、すてきな作品を作ってみませんか。

u日程 7月19日（木）～24日（火）

u時間 午前10時～午後7時

（24日は正午まで）

★編みかご作り講習会 「七夕竹細工工房」の期間中にやさしい編みかご作

りの講習会を開催します。対象は中学生以上の方です。

u日時 7月21日（土）・22日（日）午後1時30分～3時30分

u定員 各日15人（先着順） u会場 市民プラザ

u申し込み先 市民プラザ（123-6329  ※土・日曜日を除く午前10時から午後

5時まで）

市民プラザで

□　問 市開発公社（121ー5781）

鳥海青児「石だたみ」

安
田
靫
彦
「
宇
治
合
戦
図
」

8/31
まで



レポーター
田中　照子さん

7月21日（土）、22日（日）に大澤さんや竹遊会の仲間
が講師となって、市民プラザで編みかご作り講習会
が開催されます。ぜひ、ご参加ください。

竹芸で文部科学大臣奨励賞を受賞

平塚に竹の文化をと願う大澤渉さん

梅
雨
の
合
間
、
浅
間
町
の
大
澤

さ
ん
の
自
宅
を
訪
ね
ま
し
た
。
玄

関
前
に
置
い
て
あ
る
数
本
の
竹
を

見
て
い
る
と
、
大
澤
さ
ん
ご
夫
妻

が
、
笑
顔
で
迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。

大
澤
さ
ん
は
、
昭
和
五
十
九
年
、

脳
梗
塞

こ
う
そ
く

の
発
作
で
リ
ハ
ビ
リ
が
必

要
と
な
り
、
握
力
回
復
の
た
め
に

く
る
み
の
実
を
握
り
な
が
ら
家
の

近
く
の
散
歩
を
始
め
ま
し
た
が
、

発
症
後
一
年
間
は
全
身
に
力
が
入

ら
な
い
よ
う
な
状
態
だ
っ
た
そ
う

で
す
。
そ
の
後
、
竹
芸
カ
ル
チ
ャ

ー
教
室
に
入
り
、
藤
塚
松
星
先
生

の
指
導
で
竹
芸
に
精
進
し
、
竹
の

魅
力
に
夢
中
に
な
っ
て
い
る
う
ち

に
、
脳
梗
塞
の
後
遺
症
も
回
復
し
、

友
人
も
増
え
た
と
の
と
で
す
。

お
部
屋
に
は
、
茶
か
ご
や
花
か

ご
な
ど
の
見
事
な
作
品
が
飾
ら
れ

て
い
ま
し
た
。
虫
が
つ
か
な
い
よ

う
に
油
抜
き
を
し
た
竹
を
、
二
ミ

リ
ほ
ど
の
幅
に
裂
き
、
編
ん
で
い

く
そ
う
で
す
が
、
始
め
た
こ
ろ
は

手
が
傷
だ
ら
け
に
な
り
、
ば
ん
そ

う
こ
う
を
横
に
お
い
て
作
業
し
た

そ
う
で
す
。
そ
の
大
澤
さ
ん
が
今

年
度
の
日
本
煎
茶
工
芸
展
に
出
品

し
た
茶
か
ご
で
、
文
部
科
学
大
臣

奨
励
賞
を
受
賞
し
た
の
で
す
。
そ

の
間
相
当
の
努
力
を
さ
れ
た
の
だ

と
思
い
ま
す
。
八
十
八
歳
と
は
思

え
な
い
若
々
し
い
話
し
方
で
、
平

塚
に
竹
の
特
産
品
を
作
り
竹
の
文

化
を
根
付
か
せ
た
い
、
そ
の
た
め

に
も
、
ま
だ
ま
だ
勉
強
し
て
い
き

た
い
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

今
年
も
、
市
民
プ
ラ
ザ
で
開
か

れ
る
七
夕
竹
細
工
工
房
（
二
面
左

下
参
照
）
で
講
師
を
な
さ
る
と
の

こ
と
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
奥
様

と
一
緒
に
お
体
を
大
切
に
し
、
素

晴
ら
し
い
作
品
を
た
く
さ
ん
作
っ

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

作
品
を
手
に
す
る
大
澤
さ
ん

３ 広報ひらつか　第699号（1日・15日発行） 話　題

Ｊ2リーグ湘南ベルマーレの試合前に、平塚競技場で横断幕を持ち場内を一周していただけ
る方を募集します。※当選者には当日の観戦チケットをプレゼントu日時 8月3日（金）、11日
（土）、 25日（土）、9月8日（土）、午後6時20分～u募集人数 各試合10人（抽選）u対象 小学生
以上の方u応募方法 試合日の１週間前までに、はがきまたはファクスで希望日、住所、氏名、年
齢、電話番号を記入し、Ｗ杯キャンプ地誘致担当（〒254ー0051豊原町2－21・60120－704589）へ　

2002年サッカーW杯キャンプ地誘致　

PRボランティア募集
◇問い合わせ先　スポーツ課（135ー8198）

夏
の
夜
空
を
彩
る
三
千
発
の
花
火
。

豪
華
ス
タ
ー
マ
イ
ン
や
水
中
花
火
、

仕
掛
け
花
火
な
ど
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富

ん
だ
花
火
が
打
ち
上
げ
ら
れ
ま
す
。

花
火
の
打
ち
上
げ
前
に
は
、
会
場

入
口
で
相
州
平
塚
七
夕
太
鼓
の
上
演

も
あ
り
ま
す
（
午
後
六
時
と
七
時
の

二
回
）
。
※
荒
天
の
場
合
は
、
28
日

（
土
）
に
順
延
し
ま
す
。
開
催
の
有
無

は
、
午
後
１
時
ご
ろ
と
午
後
５
時
ご

ろ
の
２
回
、
Ｆ
Ｍ
湘
南
ナ
パ
サ（

）

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
商
業
観
光
課

（
1
35-

８
１
０
７
）
へ
。

☆
お
隣
の
花
火
大
会
の
予
定
は

・
大
磯（
大
磯
港
）…
７
月
21
日
（
土
）

・
茅
ケ
崎（
サ
ザ
ン
ビ
ー
チ
）…
８
月

４
日
（
土
）

・
厚
木（
相
模
川
三
川
合
流
地
点
）…

８
月
４
日
（
土
）

・
寒
川（
神
川
橋
下
流
）…
８
月
10
日

（
金
）

新
鮮
な
文
化
情
報
の
収
集
と
提
供

や
、
文
化
情
報
の
交
流
を
す
す
め
る

「
文
化
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
が
九
月

一
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

こ
れ
は
、
市
や
企
業
、
個
人
団
体

六
月
二
十
一
日
に
閉
会
し
た
市
議

会
六
月
定
例
会
で
は
、
「
人
権
擁
護

委
員
の
推
薦
」
な
ど
八
議
案
を
市
長

が
提
案
し
、
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
…
任
期
満

了
に
伴
い
、
次
の
四
人
の
方
を
人
権

擁
護
委
員
に
推
薦
し
、
同
意
さ
れ
ま

し
た（
山
田
さ
ん
、
松
井
さ
ん
、
井
上

さ
ん
は
引
き
続
き
）。

▽
山
田
源
藏
さ
ん
（
立
野
町
17-

25
）

▽
松
井
洋
子
さ
ん
（
黒
部
丘
３-

９
）

▽
井
上
幸
子
さ
ん
（
東
八
幡
１-

10

-

24
）

▽
鈴
木
幸
弘
さ
ん
（
明
石
町
26-

23
）

夏
に
な
る
と
、
レ
ジ
ャ
ー
な
ど
に

よ
る
過
労
運
転
や
開
放
感
に
よ
る
無

謀
運
転
が
増
え
、
事
故
が
多
発
し
ま

す
。
出
か
け
る
と
き
は
、
交
通
事
故

に
十
分
注
意
を
し
て
、
楽
し
い
夏
を

過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

▽
余
裕
を
も
っ
た
レ
ジ
ャ
ー
計
画

過
労
運
転
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、

お
出
か
け
前
に
は
睡
眠
時
間
を
十
分

と
り
、
運
転
中
に
疲
れ
を
感
じ
た
ら

必
ず
休
憩
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

▽
子
ど
も
を
交
通
事
故
か
ら
守
ろ
う

子
ど
も
を
見
か
け
た
り
、
子
ど
も

が
飛
び
出
し
て
き
た
り
し
そ
う
な
と

こ
ろ
で
は
、
必
ず
一
時
停
止
か
徐
行

を
し
ま
し
ょ
う
。
家
庭
で
も
お
子
さ

ん
が
出
か
け
る
前
に
は
、
「
気
を
つ

け
て
ね
」
と
声
を
か
け
ま
し
ょ
う
。

▽
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
着
用

子
ど
も
を
連
れ
て
ド
ラ
イ
ブ
に
行

く
機
会
が
増
え
ま
す
。
６
歳
未
満
の

子
ど
も
を
自
動
車
に
乗
せ
る
場
合
は
、

必
ず
、
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
着
用

さ
せ
ま
し
ょ
う
。

な
ど
が
催
す
コ
ン
サ
ー
ト
や
文
化
サ

ー
ク
ル
な
ど
様
々
な
文
化
活
動
の
情

報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
し
、
文
化

財
団
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://w

w
w
.

scn-net.ne.jp./̃h-bunka

）
や
情
報

誌
「
た
わ
わ
」、「
燦
（々
さ
ん
さ
ん
）」

な
ど
で
提
供
し
て
い
く
も
の
で
す
。

ど
う
ぞ
、
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
九
月
一
日
の
ス
タ
ー
ト
に

文
化
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク�

始
め
ま
す
！�

向
け
、
み
な
さ
ん
が
行
っ
て
い
る
文

化
活
動
の
情
報
と
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
作
成
や
更
新
、
情
報
誌
の
編
集
な

ど
を
し
て
い
た
だ
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
募
集
し
ま
す
。

▽
情
報
の
提
供

は
が
き
ま
た
は
、

フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
文
化
財
団

（
〒
254-

0045
見
附
町
15-

１
・
6
31

-

６
４
６
６
・
Ｅ
メ
ー
ルh-bunka@

m
a.scn-net.ne.jp

）
へ

▽
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集

お
申
し

込
み
は
、
文
化
財
団
（
1
32-

２
２

３
７
）
へ

パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
と
簡
単
な

文
書
の
作
成
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と

電
子
メ
ー
ル
の
利
用
方
法
な
ど
の
基

本
技
能
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

講
座
の
開
催
日
程
な
ど
詳
し
い
内

容
を
、
公
民
館
な
ど
で
お
配
り
す
る

「
Ｉ
Ｔ
講
習
マ
ッ
プ
」
で
ご
確
認
の

う
え
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
応
募
資
格

市
内
に
お
住
ま
い
、お

勤
め
の
20
歳
以
上
の
方
（
既
に
Ｉ
Ｔ

講
習
会
を
受
講
し
た
方
、
受
講
が
決

ま
っ
て
い
る
方
は
除
く
）

▽
応
募
方
法

７
月
31
日
（
火
）
ま
で

に
、
往
復
は
が
き
に
希
望
講
座
コ
ー

ド
（
第
３
希
望
ま
で
）
と
、
住
所
、
氏

名
、
性
別
、
年
代
、
電
話
番
号
を
記

入
し
、
情
報
シ
ス
テ
ム
課
Ｉ
Ｔ
講
習

係
（
〒
254-

8686
浅
間
町
９-

１
）
へ
　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
情
報
シ
ス
テ

ム
課
（
1
21-

９
６
１
１
）
へ
。

「
市
民
Ｉ
Ｔ
講
習
会
」�

後
期
分
の
募
集
を
開
始
！�

「
市
民
Ｉ
Ｔ
講
習
会
」�

後
期
分
の
募
集
を
開
始
！�

78.3
MHz

あて名書きなど在宅の仕事で利益が得られると勧誘し、登録料の名目で

お金を要求したり、仕事に必要だからとパソコンを買わせたりする商法の

苦情が寄せられています。

従来は、これらの商法には訪問販売法が適用されませんでしたが、6月

1日から特定商取引法（改正訪問販売法）が施行され、仕事を提供すること

で収入が得られると誘い、仕事に必要だからと物品などを買わせる取り引

きを「業務提供誘引販売」と規定し、法律の規制対象としました。「業務提

供誘引販売」の規制内容には、広告規制、書面交付の義務付け、不適切な

勧誘行為の禁止、ク－リングオフ制度の適用などがあります。

□　問 市民活動推進課（内線2263）

悪質な内職・モニター商法に法規制
くらし快適メモ〈連載○26〉

消費生活相談：毎週金曜日午前9時～午後4時／市民活動推進課（市役所東附属庁
舎2階）／電話（内線2910）でも相談できます

水の事故をなくしましょう水の事故をなくしましょう
毎年、夏になると水による事故が多発します。昨年、市内では、水難

事故が14件発生し、年々増加の傾向にあり

ます。

水泳やマリンスポーツをする時には、次

のことに注意して、楽しい夏を過ごしまし

ょう。

①水に入る前には必ず健康状態をチェック!

②酒を飲んだら泳がない

③遊泳禁止区域で遊ばない

④荒天のときや波が高いときには、海や川

に出かけない

⑤子どもだけで水泳や魚釣りに行かせない □　問 警備課（121ー9730）



月 間

あ
な
た
の
声
を
生
か
し
ま
す

▼
市
長
へ
の
手
紙
　
郵
送
料
市
負
担
の
手
紙
。
公
民
館
な
ど
に
あ
り
ま
す
。

▼
な
で
し
こ
フ
ァ
ク
ス
　
送
信
料
市
負
担
の
フ
ァ
ク
ス
。
番
号
は

平塚市役所　電話23-1111・35-1111
平成13年7月15日　４

健康相談
（保健センター）

療育相談室
（福祉事業センター）

子育て支援センター
（豊田分庁舎）

市民相談室
（市役所１階）

121－8764

◇高年齢者職業 ７月17日

（火）、８月７日（火）・14日

（火）９時～12時

◇許認可各種届出 ７月24日

（火）13時～16時

◇外国籍市民 スペイン語は

毎月第１・３水曜日、ポル

トガル語は毎月第２・４水

曜日９時～12時

◇一般市民 毎週月～金曜日

８時30分～17時

保健福祉総合相談
（市役所１階）

121－8779
1・FAX34－9076

青少年相談室
（市民センター２階）

134－7311

子ども教育相談センター
（崇善小学校北側）

136－6013

◇来所・電話 毎週月～金曜

日８時30分～17時

◇法律（要予約） ９月13日（木）

13時30分～15時30分

◇生活支援・ボランティア 毎週

月～金曜日８時30分～17時

◇母子 毎週月～金曜日９時

～16時

◇家庭児童 毎週月～金曜日

◇青少年相談（お子さんにつ

いての相談）毎週月～土曜

日10時～18時30分

◇ヤングテレホン133－7830
みみでなやみなし

（青少年専用ダイヤル）

毎週月～土曜日10時～18

時30分

1・FAX32－2738

◇来所 毎週月～金曜日10時

～17時

◇電話 毎週月～土曜日９時

～17時（第2・4土曜日は除く）

134－0311

福祉会館

133－2333

９時～16時

◇婦人　８月９日（木）10時～

15時

◇子どもの発達・発育の相談

毎週月・水・金曜日10時～15

時（来所相談は予約制）

◇子育ての相談・情報提供

月・火・水・金曜日９時30分～

16時（第３月曜日午前のみ）

◇電話 毎週月～金曜日10時

～16時

◇育児相談（来所） 毎週水曜

日９時30分～10時30分

◇労働（勤労者・事業主対象）

８月９日（木）13時～16時

◇人権 ７月17日（火）、８月

７日（火）13時～16時

◇行政 ８月７日（火）13時～

16時

◇一般法律（予約制） 毎週水

曜日・毎月第4木曜日（7月26

日）13時～16時、８月は休み

◇登記・供託・測量 ８月10日

（金）13時～16時

◇住宅（新・改築） ７月17日

（火）13時～16時

◇発明・考案・特許 ８月13日

（月）10時～15時

◇下請け取り引き ７月19日

（木）13時30分～16時

◇年金・社会保険・労災 ８月

14日（火）13時～16時

◇消費生活 毎週金曜日９時

～16時

◇手話案内 毎週金曜日９時

～12時30分

◇建築設計・耐震・バリアフリー

７月16日（月）13時～16時

労働相談
（勤労会館）

132－3355

平
塚
市
に
は
、
昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
年
）
七
月
十
六
日
か
ら
十
七
日

未
明
に
か
け
て
大
空
襲
を
受
け
、
市
街
地
の
戸
数
の
約
七
割
を
焼
失
し
た
と

い
う
悲
し
い
歴
史
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
惨
事
を
繰
り
返
す
こ
と
の
な
い
よ
う
、市
で
は
、昭
和
六
十
年

（
一
九
八
五
年
）に「
核
兵
器
廃
絶
平
和
都
市
宣
言
」を
し
、
以
来
、
平
和
の
尊

さ
、大
切
さ
を
伝
え
る
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。こ
の
機
会
に
平
和
に
つ
い

て
も
う
一
度
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

□問

総
務
課（
1
21
―
８
７
６
３
）

空
襲
の
と
き
、
わ
た
し
は
十

七
歳
で
し
た
。
そ
の
夜
は
隣
家

の
牛
の
異
様
な
声
で
目
が
覚
め
、

外
を
見
る
と
す
で
に
照
明
弾
が

落
ち
て
い
た
ら
し
く
、
真
昼
の

よ
う
な
明
る
さ
で
し
た
。
高
麗

山
の
中
腹
が
提
灯

ち
ょ
う
ち
ん

行
列
の
よ
う

に
見
え
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
焼

し
ょ
う

夷い

弾だ
ん

が
集
中
豪

雨
の
よ
う
に
「
シ
ャ
ー
」
と
い

う
音
を
立
て
て
落
ち
て
き
ま
し

た
。
そ
し
て
、
近
所
の
人
た
ち

は
、
花
水
川
の
土
手
の
ほ
う
へ

逃
げ
、
そ
こ
で
恐
い
恐
い
と
身

を
寄
せ
あ
っ
て
い
ま
し
た
。
し

ば
ら
く
し
て
ま
ち
に
戻
る
と
、

電
信
柱
だ
け
が
立
っ
て
い
る
光

景
が
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。

あ
れ
か
ら
五
十
六
年
。
平
和

の
尊
さ
へ
の
関
心
も
薄
れ
て
き

て
い
ま
す
。
戦
争
を
体
験
さ
れ

た
方
は
、
ぜ
ひ
、
子
ど
も
た
ち

に
、
そ
の
体
験
を
語
り
聞
か
せ

て
あ
げ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

今井和男さん
平塚三丁目

語
り
継
ぎ
た
い
。
平
和
の
尊
さ

■
平
塚
空
襲
の
日
市
民
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
（
駅
北
口
周
辺
）

戦
災
記
録
写
真
を
展
示
し
な

が
ら
、
平
和
の
尊
さ
を
呼
び
か

け
ま
す
。

▽
日
時

７
月
16
日（
月
）、
午

前
10
時
〜
午
後
３
時

■
平
和
の
本
の
特
集
（
各
図
書

館
）「

戦
争
の
中
の
女
性
と
子
ど

も
た
ち
」
を
テ
ー
マ
に
、
平
和

に
関
す
る
図
書
の
展
示
と
貸
し

出
し
を
し
ま
す
。

▽
日
時

７
月
20
日（
金
）〜
８

月
30
日（
木
）、
午
前
９
時
〜
午

後
５
時
、
７
月
31
日
と
月
曜
日

は
休
み
　
　
　
　
　
　
　
　
　

■
平
和
映
画
会
（
中
央
・
西
図

書
館
）

【
中
央
図
書
館
】

午
前
十
時
か
ら
と
午
後
二
時

か
ら
の
二
回
上
映
し
ま
す
。

▽
期
日
・
内
容

・
８
月
12
日（
日
）「
黒
い
雨
」

ん
の
赤
い
て
ぶ
く
ろ
」「
欲
ば

り
の
犬
」

■
平
塚
大
空
襲
展
（
博
物
館
）

第
二
次
世
界
大
戦
中
に
平
塚

市
で
起
き
た
歴
史
的
事
件
に
関

す
る
資
料
を
展
示
し
ま
す
。

▽
日
時

８
月
15
日（
水
）ま
で
、

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
入
館

は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）、
月

曜
日
は
休
み
　
　

■
平
和
普
及
展
（
市
役
所
１
階

市
民
ホ
ー
ル
）

戦
災
記
録
写
真
や
戦
時
中
の

物
品
を
展
示
し
ま
す
。

▽
日
時

７
月
16
日（
月
）〜
23

日（
月
）、
午
前
８
時
30
分
〜
午

後
５
時
、
土
・
日
曜
日
・
祝
日



◆
投
票
の
お
知
ら
せ
は
封
書
で

「
投
票
の
お
知
ら
せ
（
整
理

券
）」
は
、
七
月
十
八
日
ご
ろ

封
書
（
一
世
帯
一
通
）
で
郵
送

し
ま
す
。
ご
自
分
の
整
理
券
を

切
り
離
し
て
、
投
票
所
へ
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

◆
選
挙
公
報
は
25
日
に

候
補
者
の
政
見
を
掲
載
し
た

選
挙
公
報
は
、
七
月
二
十
五
日

（
水
）に
新
聞
折
り
込
み
で
お
配

り
し
ま
す
。
公
民
館
や
市
役
所

一
階
受
け
付
け
で
も
お
配
り
し

ま
す
。

な
お
、
新
聞
を
購
読
さ
れ
て

い
な
い
方
に
は
、
郵
送
い
た
し

ま
す
の
で
、
選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
投
票
所
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
　

投
票
所
は
、「
投
票
の
お
知
ら

せ（
整
理
券
）」で
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

な
お
、
今
回
の
選
挙
で
は
、

次
の
と
お
り
投
票
所
に
変
更
が

あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

【
新
設
す
る
投
票
所
】

・
神
明
中
学
校
（
第
47
投
票
所
）

…
四
之
宮
一
丁
目
〜
二
丁
目
地

区
を
対
象
に
、
神
明
中
学
校
体

育
館
に
投
票
所
を
新
設
し
ま
す
。

【
変
更
す
る
投
票
所
】

・
Ｊ
Ａ
平
塚
ビ
ル
（
第
６
投
票

所
）
…
（
旧
）
県
農
業
会
館
の

投
票
所
が
、
Ｊ
Ａ
平
塚
ビ
ル
６

階
の
投
票
所
に
変
わ
り
ま
す
。

・
県
営
横
内
団
地
集
会
所
（
第

28
投
票
所
）
…
県
営
横
内
団
地

仮
設
集
会
所
の
投
票
所
が
、
県

営
横
内
団
地
集
会
所
の
投
票
所

に
変
わ
り
ま
す
。

◆
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す

選
挙
当
日
に
仕
事
が
あ
る
人

だ
け
で
な
く
、
旅
行
や
買
い
物

な
ど
の
私
用
が
あ
る
人
も
不
在

者
投
票
が
で
き
ま
す
。「
投
票

の
お
知
ら
せ（
整
理
券
）」
が
届

い
て
い
る
場
合
は
、
整
理
券
を

お
持
ち
に
な
っ
て
、
ご
来
所
く

だ
さ
い
。

▽
不
在
者
投
票
日
時

７
月
28

日
（
土
）
ま
で
、
午
前
８
時
30

分
〜
午
後
８
時

▽
不
在
者
投
票
場
所

市
役
所

新
館
１
階
第
２
会
議
室
（
下
図

参
照
）

※
身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち

で
、
一
定
の
条
件
に
該
当
す
る

方
は
、
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投

票
が
で
き
ま
す
。
こ
の
制
度
は
、

あ
ら
か
じ
め
手
続
き
が
必
要
で

す
の
で
、
ご
利
用
さ
れ
る
方
は

お
早
め
に
選
挙
管
理
委
員
会
事

務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
病
院
な
ど
で
の
投
票
は

県
選
挙
管
理
委
員
会
が
指
定

し
た
病
院
や
老
人
ホ
ー
ム
な
ど

の
施
設
で
は
、
施
設
内
で
投
票

が
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
、
病

院
や
施
設
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

Ａ
子
さ
ん
は
、
小
学
校
五
年
生
で
す
。
友
達

も
た
く
さ
ん
い
て
、
楽
し
く
学
校
へ
通
っ
て
い

ま
し
た
。
で
も
、
最
近
、
学
校
へ
行
く
と
気
持

ち
が
悪
く
な
り
、
朝
も
起
き
ら
れ
ず
、
ダ
ラ
ダ

ラ
と
一
日
を
過
ご
し
て
い
る
と
言
う
の
で
す
。

お
母
さ
ん
は
、
こ
の
ま
ま
休
み
続
け
る
と
勉

強
に
も
つ
い
て
い
け
な
く
な
り
、
登
校
し
づ
ら

く
な
る
。
こ
の
ま
ま
引
き
こ
も
る
よ
う
に
な
っ

た
ら
ど
う
し
よ
う
と
不
安
で
し
た
。
Ａ
子
さ
ん

は
放
課
後
、
気
の
合
う
友
達
と
は
遊
ぶ
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
が
、
お
母
さ
ん
は
、
学
校
へ
行
か
な

い
で
遊
ん
で
い
る
の
は
ず
る
い
の
で
は
と
、
何

と
か
学
校
へ
行
か
せ
よ
う
と
必
死
で
し
た
。
親

が
こ
の
よ
う
に
混
乱
す
る
の
は
当
た
り
前
で
す
。

話
を
聞
く
と
、
Ａ
子
さ
ん
は
色
々
な
人
が
い

る
と
気
持
ち
が
悪
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
、
放

課
後
限
ら
れ
た
友
達
と
は
遊
べ
て
い
る
の
で
、

引
き
こ
も
る
心
配
も
そ
れ
ほ
ど
な
い
こ
と
が
確

認
で
き
ま
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
子
ど
も
は
親
と
の
関
係
の
中
で

価
値
観
を
身
に
つ
け
て
成
長
し
ま
す
。し
か
し
、

思
春
期
に
入
り
、
周
り
が
見
え
始
め
る
と
、
そ

れ
ま
で
の
価
値
観
が
揺
ら
ぐ
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

Ａ
子
さ
ん
も
少
々
人
目
を
気
に
し
す
ぎ
る
親
の

価
値
観
を
身
に
つ
け
、
周
り
を
気
に
す
る
あ
ま

り
集
団
内
で
混
乱
し
、
そ
れ
で
は
自
分
ら
し
く

な
い
よ
う
な
何
か
を
感
じ
始
め
て
苦
し
ん
で
い

た
よ
う
で
す
。
こ
れ
は
「
親
離
れ
」
の
兆
し
で

す
。
そ
の
後
、
相
談
し
て
い
く
う
ち
に
、
Ａ
子

さ
ん
も
「
親
離
れ
」
に
取
り
組
み
、
親
と
は
違

っ
た
価
値
観
を
持
ち
、
自
分
ら
し
さ
に
自
信
を

持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
元
気
を

取
り
戻
し
て
い
き
ま
し
た
。

◆
子
ど
も
教
育
相
談
セ
ン
タ
ー

崇
善
小
学
校
北
側
1（
36
）
６
０
１
３

５ 広報ひらつか　第699号（1日・15日発行） 平 和

「
フ
ァ
ミ
リ
ー
環
境
Ｉ
Ｓ

Ｏ
」
を
ご
存
じ
で
す
か
。
こ

の
制
度
は
、
国
際
規
格
に
基

づ
く
環
境
管
理
シ
ス
テ
ム
に

準
じ
て
作
ら
れ
た
制
度
で
、

環
境
に
や
さ
し
い
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
を
目
指
し
て
、
家
庭

で
取
り
組
ん
で
い
た
だ
け
る

制
度
で
す
。

公
民
館
な
ど
で
お
配
り
し

て
い
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
「
家

庭
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
！
フ
ァ
ミ

リ
ー
Ｉ
Ｓ
Ｏ
」
を
ご
覧
い
た

だ
き
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
メ
ニ
ュ

ー
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く

と
「
環
境
フ
ァ
ミ
リ
ー
」
と

し
て
市
長
か
ら
認
定
証
が
交

付
さ
れ
ま
す
。

今
回
は
、
こ
の
チ
ャ
レ
ン

ジ
メ
ニ
ュ
ー
の
中
か
ら
い
く

つ
か
を
紹
介
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、

挑
戦
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

★
資
源
を
節
約
し
、
ご
み
を

減
ら
そ
う

・
缶
、
び
ん
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
、紙
類
な
ど
は
分
別
し
て
、

指
定
の
収
集
日
に
出
す

・
家
庭
用
生
ご
み
処
理
機
を

使
っ
て
、
ご
み
を
減
ら
す

・
買
い
物
に
は
、
自
分
の
バ

ッ
ク
を
持
っ
て
行
き
、
レ
ジ

袋
や
過
剰
な
包
装
は
断
る

・
繰
り
返
し
使
え
る
容
器
や

詰
め
替
え
の
で
き
る
商
品
を

選
ぶ

★
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
上
手
に
使

お
う

・
テ
レ
ビ
を
見
な
い
と
き
は
、

コ
ン
セ
ン
ト
を
は
ず
す

・
エ
ア
コ
ン
の
設
定
温
度
を

省
エ
ネ
温
度
に
す
る
（
夏
は

28
度
程
度
）

・
冷
蔵
庫
の
中
は
、
詰
め
込

み
す
ぎ
な
い
よ
う
に
す
る

・
シ
ャ
ワ
ー
を
使
う
時
間
を

短
く
す
る
　
　
　
　
　
　
　

★
生
ご
み
は
水
切
り
を
も
う

ひ
と
し
ぼ
り

家
庭
か
ら
出
る
「
燃
せ
る

ご
み
」
の
約
半
分
は
水
分
で

す
。
つ
ま
り
、
収
集
車
二
台

の
う
ち
一
台
は
水
分
を
運
ん

で
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

夏
は
水
分
の
多
い
ご
み
が

出
さ
れ
る
時
期
で
す
。
ご
み

減
量
の
た
め
「
も
う
ひ
と
し

ぼ
り
」
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先
　
環
境
政

策
課
（
内
線
２
６
５
９
）

環
境
に
や
さ
し
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

▼
な
で
し
こ
フ
ァ
ク
ス
　
送
信
料
市
負
担
の
フ
ァ
ク
ス
。
番
号
は

０
１
２
０
―
７
０
４
５
８
９

※
問
い
合
わ
せ
先

市
民
情
報
・
相
談
課

1（
21
）８
７
６
４

な

で

し

こ

フ

ァ

ク

ス

親
離
れ
　
子
離
れ

市内15か所の市民窓口センターで、住民票の写しや印鑑登録証明書などが取れます。
u場所 なでしこ･大野･豊田･神田･大神･城島･岡崎･金田･金目･土屋･吉沢･旭南･旭北の

各公民館、東海大学同窓会館、駅前（ＭＮビル10階）u利用時間 駅前:9:00～20:00（土･

日･祝日は17:00まで、第3日曜日は休み） そのほか：9:00～17:00（土･日･祝日は休み）

市役所に行かなくても

住民票などが取れます
◇問い合わせ先 市民課（121-8773）

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

８
月
1
日（
日
）「
黒
い
雨
」

・
８
月
19
日（
日
）「
あ
の
日
こ

の
校
舎
で
〜
50
年
前
に
被
爆
し

た
ナ
ガ
サ
キ
の
記
憶
」「
青
い

目
の
人
形
物
語
」

【
西
図
書
館
】

午
後
三
時
か
ら
上
映
し
ま
す
。

▽
期
日
・
内
容

・
８
月
15
日（
水
）「
な
っ
ち
ゃ

後
５
時

土

日
曜
日

祝
日

は
休
み

■
原
爆
と
人
間
展
（
市
役
所
１

階
市
民
ホ
ー
ル
）

広
島
、
長
崎
の
被
爆
記
録
写

真
の
展
示
な
ど
を
し
ま
す
。

▽
日
時

８
月
６
日（
月
）〜
10

日（
金
）、
午
前
８
時
30
分
〜
午

後
５
時

8/16○木
総合公園

市民平和の夕べ
平和を願って灯ろう流し

昨年まで、金目川観音橋下の川原で
開催していた灯ろう流しは、今年から
「市民平和の夕べ」として、総合公園
で開催します。
灯ろう流しをはじめ、すいとんの試

食会、平和映画の上映、コーラスなど
があります。
かつて海軍火薬廠

しょう

があり、空襲の標
的になり、被害を受けた総合公園で、
平和の尊さを考えてみませんか。
u日時 8月16日（木）午後6時30分～8時
u会場 総合公園中央大池付近

□問 総務課（121－8763）

昭
和
二
十
年（
一
九
四
五
年
）空
襲
後
の
平
塚
市
内
。
明
石
町
付
近
か
ら
平
塚
駅
を
右
に
望
む
。

中
央
の
二
階
建
の
建
物
は
、
横
浜
興
信
銀
行
平
塚
駅
前
支
店（
現
Ｍ
Ｎ
ビ
ル
付
近
）

〈
米
国
立
公
文
書
館
蔵
〉

第
19
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙

投
票
日
は
7
月
29
日
で
す

比例代表選出議員選挙はこうなります�
●投票�

●開票�

●結果�

七
月
二
十
九
日（
日
）は
、
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
の
投
票
日
で
す
。

今
回
は
、
神
奈
川
県
選
出
議
員
選
挙
と
比
例
代
表
選
出
議
員
選
挙
の

二
つ
の
選
挙
で
す
。
神
奈
川
県
選
出
議
員
選
挙
は
、
投
票
用
紙
に
候

補
者
名
を
記
入
し
て
投
票
し
ま
す
。
比
例
代
表
選
出
議
員
選
挙
は
、

今
回
か
ら
仕
組
み
が
変
わ
り
、
左
下
表
の
と
お
り
に
な
り
ま
し
た
。

未
来
を
決
め
る
大
事
な
選
挙
で
す
。
忘
れ
ず
に
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

□問

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局（
1
21
―
８
７
９
５
）

至平塚駅�

郵便局�

美術館�

江陽中�
市役所�

市役所新館�
図書館�

博�
物�
館�

警察署� N●� ●�

●�
●�

Ｐ�

Ｐ�

不
在
者
投
票
所�

１
階
第
２
会
議
室�

不
在
者
投
票
所�

投票時間は
午前7時から
午後8時まで

投票用紙に、名簿
に記載された候補者
名を記入し、投票し
ます。また、候補者
名に代えて、政党名
で投票することもで
きます。

各政党の総得票数に応じて、議席が比例配分
されます。そして、得票数の多い候補者から順
に当選人が決まります。

○○党候補者
個人の得票数

○○党の
総得票数

政党名の得票数

○○党　400万票 △△党　300万票
○山○太 120万票
○田○江 100万票
○本○郎 80万票
○川○子 60万票
政党名の投票 40万票 政党名の投票 60万票

△野△代 90万票
△水△一 70万票
△木△子 50万票
△中△治 30万票

3人当選 2人当選

当
当

当
当

当



験
の
有
無
を
記
入
し
、
平
塚
郵

便
局
総
務
課
（
〒
254
ー
8799
追
分

１
ー
33
）へ

お
問
い
合
わ
せ
は
、
平
塚
郵

便
局
総
務
課（
1
31
ー
１
２
０

６
）へ
。

幼
児
に
起
こ
り
や
す
い
事
故

の
予
防
と
応
急
手
当
て
の
方
法

な
ど
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

▽
日
時

８
月
21
日（
火
）、
22

日（
水
）、
24
日（
金
）、
午
前
10

時
〜
午
後
４
時

※
24
日
は
検
定
試
験
が
あ
り
ま

す▽
会
場

中
央
公
民
館

▽
対
象

15
歳
以
上
（
中
学
生

消
化
管
出
血
や
早
期
が
ん
な

ど
の
内
視
鏡
的
治
療
に
つ
い
て
、

医
師
が
お
話
し
し
ま
す
。

▽
日
時

８
月
８
日（
水
）午
後

３
時
〜
４
時
30
分

▽
会
場

平
塚
共
済
病
院

お
申
し
込
み
は
、
平
塚
共
済

病
院（
1
32
ー
１
９
５
０
内
線

２
１
０
）へ
。

パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
「
暑
中

見
舞
い
」
の
は
が
き
を
作
っ
て

見
ま
せ
ん
か
。
対
象
は
、
六
十

歳
以
上
の
方
で
す
。

▽
日
時

７
月
26
日（
木
）、
８

月
23
日（
木
）、
９
月
20
日（
木
）、

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分
　

▽
会
場

平
塚
郵
便
局

▽
定
員

15
人（
先
着
順
）

▽
申
し
込
み
方
法

は
が
き
に

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、

電
話
番
号
、
パ
ソ
コ
ン
操
作
経

市
内
に
お
住
ま
い
の
六
十
歳

以
上
の
方
を
対
象
に
、
ふ
す
ま

の
張
り
替
え
講
習
会
を
開
き
ま

す
。

▽
日
時

８
月
21
日（
火
）、
23

日（
木
）、
24
日（
金
）、
午
前
９

時
〜
午
後
４
時
　
　
　
　
　
　

▽
定
員

10
人（
抽
選
）

▽
教
材
費

一
千
円
　
　
　
　

▽
申
し
込
み
方
法

７
月
31
日

（
火
）ま
で
に
、
往
復
は
が
き
に

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番

号
を
記
入
し
、
平
塚
市
生
き
が

平成13年7月15日　６
平塚市役所　電話23-1111・35-1111

お申し込みは、電話で保健センター（134ー0311）へ。

診療科目・受け付け時間は次のとおりです。u平日…午後7時～10時30分（内科・小児科） u土
曜日…午後7時～10時30分（内科・小児科・外科） u日曜日・祝祭日…午前9時30分～11時30分と
午後１時30分～4時30分（内科・小児科・外科・歯科）、午後7時～10時30分（内科・小児科・外科）
※利用する場合は、診療所（134－0311）に電話をかけるか、保険証をお持ちになり、直接ご来所く
ださい。産婦人科、耳鼻咽喉科、眼科は、休日夜間急患診療所で在宅当番医をお知らせします。

春日野中学校北側（中里34ー17）にある

休日夜間急患診療所は
◇担当　健康課（内線2260）

Q社会福祉基金　

地域福祉やボランティアの助成などに使われます。

お問い合わせは、社会福祉協議会（133－2333）へ。

u磯崎輝夫 2,000円、杉山政子 10,000円、神田公民館は

まなすの会 32,424円、新井和枝 5,000円、湘南福祉カラ

オケ連合会 100,000円、キヨ・ジャズダンス・スポット

51,425円、車椅子社交ダンス普及会平塚支部6,557円、カ

ラオケ広場友の会92,595円、済生会平塚病院なでしこ会

94,860円、川口節子5,000円、匿名 （1件）10,000円

Q交通遺児へ u水谷太喜男5,000円　

Q児童福祉へ u匿名（1件）1,000円　

Rみどり基金

緑化団体などの助成に使われます。お問い合わせは、

みどり公園課（内線2591）へ。

u緑化まつり募金箱 7,700円、平塚市資源回収協同組合

21,880円、花水山草会募金箱 7,421円、岳澄流押花芸術

「岳澄会」5,000円、花水山草会55,775円、フリ－マ－ケ

ット出店者一同108,060円、

┈┈┈┈┈┈┈ 以上５月受け付け分 ┈┈┈┈┈┈┈

献血ありがとう～６月の献血実施協力事業所

u湘南自動車検査登録事務所、古河電気工業、東海大学

い
事
業
団（
〒
254
ー
0073
西
八
幡

１
ー
３
ー
２
ー
２
）へ

お
問
い
合
わ
せ
は
、
平
塚
市

生
き
が
い
事
業
団（
1
33
ー
２

３
３
５
）へ
。

内
容
は
、「
女
性
ホ
ル
モ
ン

と
動
脈
硬
化
」
で
す
。

▽
日
時

８
月
７
日（
火
）午
後

３
時
30
分
〜
５
時

▽
会
場

市
民
病
院

お
申
し
込
み
は
、
市
民
病
院

婦
人
科
外
来
（
北
棟
二
階
）
で

直
接
予
約
す
る
か
、
午
後
二
時

か
ら
四
時
三
十
分
ま
で
の
間
に

電
話
で
同
科（
1
32
ー
０
０
１

５
内
線
２
２
１
８
）へ
。

日
常
生
活
で
の
転
倒
予
防
と

そ
の
工
夫
に
つ
い
て
、
理
学
療

法
士
が
お
話
し
し
ま
す
。
当
日

は
、
動
き
や
す
い
服
装
で
お
越

し
く
だ
さ
い
。（
参
加
自
由
）

▽
日
時

７
月
25
日（
水
）午
後

２
時
45
分
〜
４
時

▽
会
場

済
生
会
平
塚
病
院

お
問
い
合
わ
せ
は
、
済
生
会

平
塚
病
院（
1
31
ー
０
５
２
０

内
線
２
５
０
４
）へ
。

▽
会
場

県
立
湘
南
老
人
ホ
ー

ム（
秦
野
市
下
大
槻
）

お
申
し
込
み
は
、
県
立
湘
南

老
人
ホ
ー
ム
（
1
76
ー
７
５
８

０
）へ
。

八
十
歳
で
二
十
本
の
歯
を
残

そ
う
と
呼
び
か
け
て
い
る
「
８

０
２
０
運
動
」
の
一
環
と
し
て
、

「
高
齢
者
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー

ル
」
を
実
施
し
ま
す
。

▽
対
象

①
市
内
に
お
住
ま
い

の
昭
和
６
年
４
月
１
日
以
前
に

生
ま
れ
た
方
②
20
本
以
上
の
歯

が
あ
り
、
健
康
で
一
人
で
歩
け

る
方

▽
応
募
期
間

７
月
16
日（
月
）

〜
９
月
１
日（
土
）

▽
申
し
込
み
先

最
寄
り
の
歯

科
医
院

お
問
い
合
わ
せ
は
、
平
塚
歯

科
医
師
会
事
務
局（
1
32
ー
７

０
０
８
）へ
。

は
除
く
）

▽
定
員

30
人（
先
着
順
）

▽
教
材
費

一
千
円

お
申
し
込
み
は
、
七
月
十
六

日（
月
）か
ら
生
活
福
祉
課
（
内

線
２
２
１
０
）へ
。

介
護
の
基
礎
を
体
験
し
な
が

ら
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

▽
日
時

７
月
23
日（
月
）、
25

日（
水
）、
27
日（
金
）、
午
後
１

時
〜
４
時
15
分

介
護
の
基
礎
を
学
ぼ
う

ふ
す
ま
の
張
り
替
え

講
習
会
に

健
康
講
座
「
転
ば
ず

元
気
な
生
活
を
」

日
赤
幼
児
安
全
法
支
援

員
の
養
成
講
座
で
す

よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル

参
加
者
を
募
集

☆楽しくウォーキング（生活習慣病と腰痛・肩こり予防）

ウォ－キングの基礎を学び、安全で効果的な歩き方を

マスタ－しませんか。

u日時 8月27日（月）午後1時30分～3時

u会場 保健センター　u持ち物 運動服、運動靴　　　

食中毒が発生しやすい時期です。食事の

ときには次のことを守りましょう。

１ 買い物では新鮮なものを選び、寄り道せずすぐ冷蔵庫へ

２ 冷蔵庫や冷凍庫には食品を詰め過ぎず、長期間保存しない

３ 十分に加熱して調理する

４ 調理器具を清潔に保ち、手をよく洗う

５ 調理したものは、長く放置しない。また、保存する場

合は、手早く冷まして冷蔵庫へ。温め直すときは、十

分に加熱する

消
化
器
疾
患
の
講
演
会

初
心
者
パ
ソ
コ
ン
教
室

ヘ ル シ ー 体 験 教 室

ヘルスアップ相談（予約制）

健康管理、生活習慣病などについて

保健婦と栄養士がお答えします。

u日時 8月7日（火）午前9時30分～11

時、8月29日（水）午後1時～3時

u会場・申し込み先 保健センター

（134ー0311）

女
性
の
た
め
の
健
康
講
座

ご家庭の不用品を再デビ
ューさせませんか。
★譲ってください
三輪車、ベビーラック、Ｂ
型ベビーカー、二段ベッド、
除湿機、人台（洋裁、和裁に
使用）、ペットキャリー、ファ
クス、剣道防具一式（大人用、
中学生男子用）、電子ピアノ、
空手道着一式（女の子用160

cm、男の子用150cm・160cm）、子ども用自転車（女の
子用22インチ・20インチ、3歳児男の子用）
★譲ります ①有料 ベビーゲート、ベビーキャリ
ー、紙おむつ、食卓テーブル、スリッパラック、ハン
ドジューサー、金庫、
②無料 マタニティ用衣類、折りたたみ机、木製押
し入れだんす、革製ロッキングチェア、丸テーブル、
小型冷蔵庫（90R、2段）、米びつ、製図用ドラフター

◎不用品の登録やあっせんは、電話などでお
受けします（先着順）。受け付けは、土・日
曜日、祝日を除く午前8時30分から午後5時ま
でです。不用品登録情報は市のホームページ
でもご覧いただけます（URLは1面題字右横
参照）。交渉は当事者同士でお願いします。
登録は3か月間有効

食中毒に注意

169は、平成12年中に救助出動した件数で、前
年に比べ11件減少しました。内訳は、火災事故
62件、交通事故29件、水難事故13件、そのほか
の事故65件です。この中で救助をした人数は63
人で、前年に比べ、15人多くなっています。
最近は生活環境の変化に加え、交通機関も多
種多様となり、災害形態が複雑になっています。
このような災害に素早く対応するため、消防署
では本署のほか、海岸出張所、旭出張所に救助
隊を配置しています。

169ってなあ～に
屋内・屋外には危険がいっぱい

平塚市消防本部のホームページ
http://www.city.hiratsuka.kanagawa.jp/shoubou/

□　問 警備課（121ー3240）

119
◇申し込み　ひらつか天城山荘
※申し込みは4か月前から受け付け
・電　話　0558－87－1050
・ＦＡＸ　0558－87－0557
・住　所　〒410－3216静岡県田方郡
天城湯ケ島町上船原1120－1

・1泊2食諸税込み、大人5,820円、子ど
も5,140円から

×印 満室　△印 早めに申し込みを　○印 まだ余裕がある　休印 休館日　平成13年7月2日現在
16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31
木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金
× × × × × × × × × × × × △ × △ △

8

月

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15
水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水
△ × × × × × × × × × × × × × ×

16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30
日 月 火 水 木 金 土 祝 休 火 水 木 金 土 日
× △ × △ △ △ × × ○ × × × × × ○

9

月

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15
土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 祝
× △ × × × × × × × × × × × × ×

※日帰りで利用できる露天風呂やテニスコートもあります。
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平塚市役所　〒254-8686 浅間町9-1
123-1111・35-1111

キャンプをするときは、次のことに注意しましょう。①川の中州や川岸、がけ
の下、高い木の下などの危険な場所ではキャンプをしない。②上流で雨が降ると
川は増水します。天気が良くても川の水が濁ってきたらすぐに河原から出る。
③上流にダムのある川では、放流により川が増水します。放流警報が出たら、
直ちに河原から出る。④悪天候が予想されるときは、キャンプを中止する。

キャンプは楽しく安全に!

◆
市
民
セ
ン
タ
ー
「
バ
ッ
ク
ス

テ
ー
ジ
ツ
ア
ー
」
に
参
加
を

普
段
見
る
こ
と
が
で
き
な
い

市
民
セ
ン
タ
ー
の
舞
台
裏
を
見

学
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
日
時

８
月
８
日（
水
）、
午

後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

▽
会
場

市
民
セ
ン
タ
ー

お
申
し
込
み
は
、
市
民
セ
ン

タ
ー（
1
32
ー
２
２
３
５
）へ
。

◆「
第
一
回
湘
南
平
塚
音
楽
祭
」

オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
に

来
年
の
一
月
二
十
日（
日
）に

市
民
セ
ン
タ
ー
で
開
く
、
第
一

回
湘
南
平
塚
音
楽
祭
の
出
演
者

を
募
集
し
ま
す
。

▽
対
象

昭
和
35
年
〜
昭
和
58

年
の
間
に
生
ま
れ
、
市
内
に
お

住
ま
い
、
お
勤
め
、
通
学
の
方
、

近
隣
の
市
町
に
お
住
ま
い
の
方
、

ま
た
は
平
塚
に
ゆ
か
り
の
あ
る

方
で
、
音
楽
大
学
に
在
学
、
卒

業
し
た
人
、
ま
た
は
同
程
度
の

力
の
あ
る
人

▽
募
集
部
門

ク
ラ
ッ
シ
ッ
ク

音
楽（
ピ
ア
ノ
・
弦
楽
器
・
管
楽

器
・
声
楽
）、
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
可

▽
試
験
日
時

９
月
29
日（
土
）

午
後
１
時
か
ら

▽
試
験
会
場

市
民
セ
ン
タ
ー

お
申
し
込
み
は
、
８
月
31
日

（
金
）ま
で
に
市
民
セ
ン
タ
ー
、

公
民
館
な
ど
で
お
配
り
す
る
申

込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

文
化
財
団
「
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン

係
」（
〒
254
ー
0045
見
附
町
15
ー

1
・
1
32
ー
２
２
３
７
）へ
。

◆
山
城
・
み
な
と
・
大
野
子
ど

も
の
家
「
見
守
る
人
」
に

子
ど
も
の
家
を
利
用
す
る
子

ど
も
た
ち
と
遊
ん
だ
り
、
簡
単

な
事
務
を
し
た
り
す
る
方
を
募

集
し
ま
す
。

▽
対
象

山
城
中
学
校
区
内（
山

城
子
ど
も
の
家
）
・
太
洋
中
学

校
区
内（
み
な
と
子
ど
も
の
家
）

・
大
野
中
学
校
区
内
（
大
野
子

ど
も
の
家
）
に
お
住
ま
い
の
40

歳
位
ま
で
の
方

▽
募
集
人
数

各
１
人

▽
勤
務
日

週
２
〜
３
日
（
２

人
体
制
）

▽
賃
金

時
給
775
円

▽
面
接
日
時

８
月
30
日（
木
）

午
前
10
時
か
ら
（
山
城
子
ど
も

の
家
）・
午
後
１
時
か
ら（
み
な

と
子
ど
も
の
家
）
・
午
後
３
時

か
ら（
大
野
子
ど
も
の
家
）

▽
面
接
会
場

青
少
年
会
館

お
申
し
込
み
は
、
８
月
15
日

（
水
）ま
で
に
履
歴
書
を
添
え
て

青
少
年
会
館
（
〒
254
ー
0041
浅
間

町
12
ー
41
・
1
32
ー
７
０
２
９
）

へ
。
月
曜
日
休
み
。

◆
り
ん
ご
の
木
の
オ
ー
ナ
ー
を

募
集
し
ま
す

友
好
都
市
・
岩
手
県
花
巻
市

の
特
産
品「
花
巻
り
ん
ご（
品
種

は
サ
ン
フ
ジ
）」
の
オ
ー
ナ
ー

に
な
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

収
穫
さ
れ
た
「
り
ん
ご
」
は
、

交
流
親
善
課（
松
原
分
庁
舎
・
天

沼
７
ー
８
）へ
届
き
ま
す
。
オ
ー

ナ
ー
が
花
巻
市
に
出
向
き
、
収

穫
を
楽
し
む
こ
と
も
で
き
ま
す
。

▽
募
集
本
数

60
本（
先
着
順
）

１
人
何
本
で
も
申
し
込
み
可

▽
オ
ー
ナ
ー
料（
１
本
）
一
万

四
千
円

▽
収
穫
時
期

11
月
末
〜
12
月

初
旬

▽
収
穫
量

40
㎏
（
ダ
ン
ボ
ー

ル
４
箱
）

お
申
し
込
み
は
、
七
月
十
六

日（
月
）か
ら
交
流
親
善
課（
1

25
ー
２
５
２
０
）へ
。

◆
店
舗
コ
ン
ク
ー
ル
開
く

平
塚
店
舗
コ
ン
ク
ー
ル
の
参

加
店
を
募
集
し
ま
す
。

▽
対
象

次
の
①
〜
③
の
す
べ

て
を
満
た
す
店
舗

①
市
内
で
過
去
１
年
以
上
物
品

販
売
業
お
よ
び
飲
食
・
サ
ー
ビ

ス
業
を
営
ん
で
い
る

②
資
本
金
の
額（
出
資
の
総
額
）

が
五
千
万
円
以
下
の
法
人
ま
た

は
常
時
勤
務
す
る
従
業
員
数
が

次
に
該
当
す
る
法
人
、
個
人

・
小
売
・
飲
食
業
…
50
人
以
下

・
サ
ー
ビ
ス
業
…
…
100
人
以
下

③
過
去
３
年
間
に
入
賞
し
て
い

な
い
（
入
賞
後
、
改
装
し
た
店

舗
は
参
加
で
き
ま
す
）

お
申
し
込
み
は
、
七
月
二
十

四
日（
火
）ま
で
に
商
業
観
光
課

（
豊
原
分
庁
舎
二
号
館
三
階
・
1

35
ー
８
１
０
７
）
で
お
配
り
す

る
申
し
込
み
用
紙
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
同
課
へ
。

◆
Ｄ
52
写
生
会
の
結
果

「
Ｄ
52
蒸
気
機
関
車
写
生
会
」

の
審
査
の
結
果
、
応
募
総
数
百

三
十
四
点
の
中
か
ら
次
の
方
が

特
選
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

※
入
賞
作
品
は
７
月
20
日（
祝
）

か
ら
29
日（
日
）ま
で
、
博
物
館

に
展
示
し
ま
す
。
23
日
は
休
み

☆
特
選（
敬
称
略
）

▽
横
山
雄

一
朗（
平
塚
め
ぐ
み
幼
稚
園
）▽

五
明
夏
奈（
神
田
小
１
年
）▽
田

原
果
歩（
大
野
小
２
年
）▽
富
山

亜
稀（
松
が
丘
小
３
年
）▽
原
田

泉（
八
幡
小
４
年
）▽
佐
藤
麻
依

（
花
水
小
６
年
）

お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
教

育
課（
1
35
ー
８
１
２
４
）へ
。

◆
「
平
塚
市
工
業
技
術
等
振
興

賞
」
の
参
加
者
を
募
集

市
内
の
事
業
者
、
従
事
者
を

対
象
に
、優
れ
た
工
業
製
品
、技

術
、
デ
ザ
イ
ン
を
表
彰
し
ま
す
。

▽
応
募
資
格

次
の
①
〜
③
の

す
べ
て
を
満
た
す
こ
と
　
　
　

①
３
年
以
内
に
開
発
し
た
も
の

②
開
発
し
た
技
術
な
ど
が
企
業

化
さ
れ
た
も
の
や
そ
の
効
果
が

実
証
さ
れ
た
も
の

③
地
場
産
業
の
発
展
や
国
民
生

活
の
向
上
に
役
立
つ
も
の
　
　

▽
締
め
切
り

８
月
31
日（
金
）

お
申
し
込
み
は
、
平
塚
商
工

会
議
所
工
業
指
導
課（
1
22
ー

２
５
１
０
）へ
。

◆
市
民
ゴ
ル
フ
大
会
へ
ど
う
ぞ

平
塚
市
民
ゴ
ル
フ
大
会
の
出

場
者
を
募
集
し
ま
す
。

▽
日
時

９
月
17
日（
月
）午
前

７
時
ス
タ
ー
ト

▽
会
場

平
塚
富
士
見
カ
ン
ト

リ
ー
ク
ラ
ブ
大
磯
コ
ー
ス

▽
対
象

市
内
に
お
住
ま
い
、

お
勤
め
の
方
180
人（
抽
選
）

▽
参
加
費

七
千
円

お
申
し
込
み
は
、
八
月
八
日

（
水
）
ま
で
に
往
復
は
が
き
（
一

人
一
枚
）に
住
所
、
氏
名
、
生
年

月
日
、
性
別
、
電
話
番
号
、
勤
務

先
と
そ
の
所
在
地
、
ハ
ン
デ
ィ

キ
ャ
ッ
プ
を
記
入
し
、
平
塚
市

ゴ
ル
フ
協
会
事
務
局
（
〒
254
ー

0812
松
風
町
１
ー
19
・
1
21
ー
６

７
３
３
）へ
。

◆
姉
妹
都
市
・
ロ
ー
レ
ン
ス
市

に
青
少
年
20
人
を
派
遣

姉
妹
都
市
の
ア
メ
リ
カ
合
衆

国
カ
ン
ザ
ス
州
ロ
ー
レ
ン
ス
市

を
訪
問
し
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
な

ど
を
通
し
て
交
流
を
深
め
る
青

少
年
二
十
人
が
決
ま
り
ま
し
た
。

☆
団
員（
敬
称
略
）

〈
中
学
生
〉
▽
吉
川
詩
織
（
春
日

野
３
年
）▽
渡
邊
千
恵（
春
日
野

２
年
）▽
蒲
池
由
佳（
旭
陵
３
年
）

▽
北
村
恵
子（
旭
陵
３
年
）▽
清

水
こ
と（
旭
陵
３
年
）▽
　
橋
大

輔
（
浜
岳
２
年
）
▽
渡
邊
健
史

（
浜
岳
２
年
）
▽
古
屋
敷
幸
恵

（
浜
岳
1
年
）▽
小
宮
寛
子（
横

内
１
年
）▽
山
口
栄
美（
横
浜
国

大
付
属
鎌
倉
１
年
）

〈
高
校
生
〉
▽
渡
部
有
沙（
大
磯

２
年
）▽
磯
田
勇
人（
大
磯
２
年
）

▽
安
仁
周（
大
原
２
年
）▽
白
谷

裕
子（
大
原
２
年
）▽
渋
谷
千
秋

（
外
語
短
期
大
学
付
属
２
年
）

▽
渡
邉
優
（
平
塚
江
南
２
年
）

▽
和
田
恵
里
香
（
平
塚
江
南
１

年
）▽
山
　
幸
穂（
北
鎌
倉
女
子

学
園
２
年
）▽
都
竹
彩
子（
法
政

大
学
女
子
１
年
）
▽
竹
内
ま
り

（
山
手
学
院
３
年
）

◆
中
学
校
の
卒
業
認
定

病
気
な
ど
で
義
務
教
育
を
猶

予
ま
た
は
免
除
さ
れ
て
い
る

（
い
た
）方
で
、
平
成
十
四
年
三

月
三
十
一
日
ま
で
に
満
十
五
歳

以
上
に
な
る
方
な
ど
を
対
象
に

「
中
学
校
卒
業
認
定
試
験
」を
実

施
し
ま
す
。

お
申
し
込
み
は
、
県
教
育
委

員
会
義
務
教
育
課（
1
045
ー
210

ー
１
１
１
１
内
線
８
２
２
０
）

へ
電
話
で
願
書
を
請
求
し
、
八

月
一
日
（
水
）
か
ら
三
十
一
日

（
金
）ま
で
の
間
に
同
課
へ
。

◆
勤
労
会
館
が
臨
時
休
館

勤
労
会
館
は
、
全
館
消
毒
の

た
め
、
八
月
十
日（
金
）・
十
一
日

（
土
）は
、
臨
時
休
館
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
勤
労
会

館（
1
32
ー
３
３
５
５
）へ
。

監
査
の
結
果

五
月
三
十
日
に
行
わ
れ
た
監

査
に
つ
い
て
、
監
査
委
員
小
山

稔
さ
ん
、
相
原
光
治
さ
ん
、
柳
川

藤
一
さ
ん
、
山
原
栄
一
さ
ん
か

ら
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

【
監
査
の
対
象
お
よ
び
結
果
】

◆
定
期
監
査
（
平
成
12
年
度
の

予
算
の
執
行
な
ど
財
務
に
関
す

る
事
務
）

▽
職
員
課
、
情
報
シ
ス
テ
ム
課
、

市
民
税
課
、
固
定
資
産
税
課
、

納
税
課
、
商
業
観
光
課
、
工
業

労
政
課
…
収
入
事
務
、
支
出
事

務
の
執
行
に
つ
い
て
は
、
良
好

に
行
わ
れ
て
い
る
も
の
と
認
め

ら
れ
た
。
備
品
の
管
理
状
況
に

つ
い
て
は
、
良
好
な
管
理
と
認

め
ら
れ
た

▽
工
事
検
査
課
、
産
業
推
進
課

…
支
出
事
務
の
執
行
に
つ
い
て

は
、
良
好
に
行
わ
れ
て
い
る
も

の
と
認
め
ら
れ
た
。
備
品
の
管

理
状
況
に
つ
い
て
は
、
良
好
な

管
理
と
認
め
ら
れ
た

◆
公
有
財
産（
土
地
・
建
物
）の

異
動
管
理
事
務

▽
管
財
課
…
正
確
に
処
理
さ
れ

て
い
る
も
の
と
認
め
ら
れ
た

7月納期の市税・手数料
◆対象税など
・固定資産税　　　　　（第２期）
・国民健康保険税　　　（第２期）
・介護保険料　　　　　（第２期）
・国民年金保険料　　　（７月分）
・清掃し尿従量手数料　（第４期）
・公共下水道使用料　　（第４期）
◆納期最終日 7月31日（火）

子
ど
も
会
の
夏

ま
つ
り
で
、
か
き

氷
機
や
焼
き
そ
ば
台
を
使
い

た
い
の
で
す
が
、
市
役
所
で

貸
し
て
く
れ
る
の
で
す
か
。

（
操
崎
ひ
ろ
み
さ
ん
・
田
村
）

地
域
で
開
催
さ

れ
る
イ
ベ
ン
ト
や

祭
り
な
ど
を
盛
り
上
げ
て
い

た
だ
こ
う
と
、
市
で
は
様
々

な
イ
ベ
ン
ト
用
品
を
無
料
で

貸
し
出
し
て
い
ま
す
。

対
象
と
な
る
の
は
、
自
治

会
、
子
ど
も
会
な
ど
地
域
活

動
を
し
て
い
る
団
体
で
す
。

貸
し
出
し
て
い
る
用
品
は
、

ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
機
、
綿
菓
子

機
、
か
き
氷
機
、
お
で
ん
鍋
、

焼
き
そ
ば
台
、
焼
き
も
の
器
、

発
電
機
、
テ
ン
ト
、
ワ
イ
ヤ

レ
ス
マ
イ
ク
・
ア
ン
プ
で
、

最
長
五
日
間
ま
で
利
用
で
き

ま
す
。
な
お
、
用
品
の
運
搬

は
、
利
用
団
体
で
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
用
品
の
貸

し
出
し
は
、
四
月
か
ら
九
月

ま
で
の
利
用
は
二
月
に
、
十

月
か
ら
三
月
ま
で
の
利
用
は

八
月
に
先
行
予
約
の
受
け
付

け
を
し
ま
す
。
た
だ
し
、
利

用
日
が
重
な
っ
た
場
合
は
抽

選
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
抽

選
日
以
降
は
先
着
順
で
受
け

付
け
と
な
り
、
現
在
、
九
月

末
ま
で
の
利
用
を
先
着
順
で

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

お
申
し
込
み
、
お
問
い
合

わ
せ
は
、
市
民
活
動
推
進
課

（
内
線
２
２
６
３
）
へ
。

質
　
問

お
答
え

市
で
イ
ベ
ン
ト
用
品
を

貸
し
て
く
れ
る
の
?

富山亜稀さんの作品

◇主なチケット販売所
■ベルマーレクラブショップ（大神）
■梅屋（本館1階）
■総合公園管理事務所 ■サクラ書店各店
■神奈中駅前サービスセンター

7月21日○土
19：00～　平塚競技場

湘南 vs 京都

8月 3 日○金
19：00～　平塚競技場

湘南 vs 鳥栖

8月11日○土
19：00～　平塚競技場

湘南 vs 仙台

感動のドラマは
平塚競技場で

◇座席・前売り料金

Ｓ席
ブロック席
サポーターズ席
ジュニア席

3,700円
2,200円
1,700円
700円

※65歳以上の方はブロック席・サポーターズ席への入場は無料です。

撮
影
木
村
善
仁
さ
ん

ミア・エレゾヴィッチさんは、平塚市
出身で県立湘南高校で教べんをとられ、
旧ユーゴスラビアに渡られた音楽家「大
村礼子」を母にもつクロアチア国籍のピ
アニストです。
◆日　時 9月30日（日）午後3時～
◆会　場　平塚駅ビル6階ラスカホール
◆入場料 1,000円
◆出　演 ミア・エレゾヴィッチ、伊藤　
俊三（二期会）

◆曲　目 ベートーベン作曲ピアノソナ　
タ第26番変ホ長調「告別」ほか

◆前売り　市民センター（132-2237）、

平塚駅ビル4階事務所（122-0234）

東欧の国・クロアチア共和国の若き日系ピアニスト

□　問 文化財団（132ー2237）

ミア・エレゾヴィッチピアノリサイタル
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【母親父親教室】
時間は午後1時30分～4時、

13日のみ午前10時～午後2時。
◇前期（妊娠6か月までの方）
・6日（月）歯の衛生、妊娠中
の過ごし方

・13日（月）調理実習で学ぶ妊
娠中と産後の栄養〈予約制〉

◇後期（妊娠8か月以降の方）
・20日（月）お産の進み方と産
後の過ごし方、呼吸法など

・31日（金）赤ちゃんのおふろ
※祖父母教室　20日の母親父
親教室と同時開催

【妊婦・新生児の訪問相談】
妊娠中の健康管理や、生後

間もない赤ちゃんに関する様
々な相談をご自宅に伺ってお
受けします〈予約制〉。

【個別健康診査】
指定医療機関へ直接お申し

込みください。
◇4か月児対象（満4か月～5か
月未満）

◇8～10か月児対象（満8か月
～11か月未満）

【集団健康診査】
受診日の1週間前までに案
内通知をお届けします。受け
付けは午後1時～2時です。
◇1 歳7 か月児対象
・ 7 日 12年 1 月 1 日～10日生
・21日 12年 1 月11日～20日生
・28日 12年 1 月21日～31日生
◇3 歳2 か月児対象
・ 2 日 10年 6 月 1 日～10日生
・ 9 日 10年 6 月11日～20日生
・23日 10年 6 月21日～30日生

【歯科健康診査〈予約制〉】
◇2歳1か月児対象
・8日（水）午後1時30分～3時
・30日（木）午前9時30分～11時

離乳食の進め方や調理デモ
など成長に合わせた4コース。
1週間前までにご予約を。

【ごっくん離乳食教室】
・3～5か月児対象、30日（木）
午後1時30分～3時

【もぐもぐ離乳食教室】
・7～8か月児対象、10日（金）･
24日（金）午後1時30分～3時

【ｶﾐｶﾐ･ﾌﾞﾗｯｼﾝｸﾞ離乳食教室】
・10～12か月児対象、9日（木）
午前10時～11時

【離乳食卒業教室】
・1歳3か月～1歳5か月児対象、
31日（金）午前10時～11時

【育児相談】
発育や歯の衛生などの相談

◇受け付け 毎週水曜日午前　
9時30分～10時30分

【にこにこ栄養相談】
食事などに関する相談。

◇受け付け 8日（水）・22日
（水）午後1時30分～3時

お子さんと一緒に楽しく学
べる体験教室です〈予約制〉。
【のびのびキッズ2歳児教室】

3回コース。対象は2歳～2歳
6か月児。途中参加も可。
今コースの2回目は7月24

（火）「楽しい食卓と好き嫌い　
対策」、3回目は7月31日（火）
「むし歯予防とブラッシング

実習」。次コースの1回目は8
月24日（金）「生活リズムと遊
び方」です。時間はいずれも
午前10時～11時です。

旅行中の安心離乳食
赤ちゃんが7～8か月になる

と一緒に外出するのが楽しみ
になってきますね。でも心配
なのが離乳食のこと。旅行中
の離乳食は次のことに注意し
ましょう。
①細菌が増えやすいので水分
が多いものはさける（手作
りよりもベビーフードのほ
うが衛生的で安心です）

②お弁当や外食からの取り分
けは、味が濃いのでさける

③１日程度であれば、無理せ　
ず離乳食をお休みする

Q
鎌
田
紅
梅

こ

う

め

ち
ゃ
ん

平
成
13
年
2
月
8
日
生
ま
れ

（
山
下
）

P

田
竜た

つ

冶や

ち
ゃ
ん

平
成
12
年
11
月
25
日
生
ま
れ

（
松
風
町
）

P
添
田
圭け

い

太た

ち
ゃ
ん

平
成
12
年
8
月
28
日
生
ま
れ

（
新
町
）

Q
橋
本
悠ゆ

月づ
き

ち
ゃ
ん

平
成
13
年
1
月
6
日
生
ま
れ

（
横
内
）

P
中
山
翔し

ょ
う

太た

ち
ゃ
ん

平
成
12
年
8
月
16
日
生
ま
れ

（
桃
浜
町
）

★応募写真（掲載写真は除く）はケーブルテレビ2ch「くすのきTime」で紹介しています（1人1回）

P
小
松
蔵く

ら

磨ま

ち
ゃ
ん

平
成
12
年
7
月
18
日
生
ま
れ

（
片
岡
）

会場・問い合わせ先は保健センターです。母子健康手帳を忘れずに。

天
気
予
報
が
変
わ
っ
た
。
土
・
日
の
天
気
は
雨
か

ら
晴
れ
へ
。「
雨
が
降
る
か
ら
早
め
に
」
と
初
日
、

二
日
目
の
平
日
か
ら
七
夕
ま
つ
り
は
に
ぎ
わ
い
、
今

年
の
人
出
は
三
百
十
七
万
人
に
の
ぼ
っ
た
。

メ
ー
ン
会
場
の
飾
り
に
も
活
気
が
戻
り
始
め
た
よ

う
だ
。
景
気
低
迷
な
ど
か
ら
、
こ
こ
数
年
掲
出
本
数

は
減
少
し
て
い
た
が
、今
年
は
昨
年
よ
り
、二
十
六
本

多
い
九
十
本
の
豪
華
な
竹
飾
り
が
掲
出
さ
れ
た
。

そ
の
中
の
二
本
に
今
年
か
ら
お
目
見
え
し
た
一
般

の
み
な
さ
ん
が
協
賛
す
る
「
ア
ニ
バ
ー
サ
リ
ー
竹
飾

り
」
が
あ
っ
た
。一
人
五
千
円
の
費
用
を
負
担
し
、婚

約
、
結
婚
、
出
産
と
い
っ
た
慶
事
を
お
祝
い
す
る
オ

ブ
ジ
ェ
を
施
し
た
竹
飾
り
だ
。「
二
回
目
の
結
婚
記

念
日
こ
れ
か
ら
も
ヨ
ロ
シ
ク
」「
爽さ

わ

や
か
に
元
気
に

育
て
二
人
の
宝
」
な
ど
短
冊
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
願
い

事
が
並
ぶ
。

七
夕
ま
つ
り
は
、
回
を
重
ね
て
今
年
で
「
51
」
回
。

ア
メ
リ
カ
大
リ
ー
グ
で
活
躍
す
る
イ
チ
ロ
ー
選
手
の

背
番
号
「
51
」
と
同
じ
数
字
。
短
冊
に
書
い
た
大
き
な

夢
を
彼
の
よ
う
に
追
い
掛
け
て
行
き
た
い
。

育児一口メモ

夢
を
追
い
掛
け
る
ナ
ン
バ
ー
51

昭
和
初
期
、
平
塚
海
岸
は
多
く
の
海

水
浴
客
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
昭
和
四

年
春
に
平
塚
町
の
有
志
に
招
か
れ
、「
平

塚
音
頭
」
と
「
平
塚
小
唄う

た

（
ほ
っ
く
り

節
）」
を
作
詞
し
た
北
原
白
秋
は
、
平

塚
小
唄
の
中
に
「
海
は
遠
ふ
あ
さ
、
砂

山
小
松
、
島
の
御
神
火
、
見
て
浴
び
る
」

と
、
う
た
い
込
ん
で
い
ま
す
。

海
水
浴
場
の
認
可
は
、
こ
れ
に
先
立

つ
大
正
十
五
年
の
こ
と
で
し
た
。
旧
平

塚
町
の
青
年
団
が
更
衣
室
や
井
戸
な
ど

を
設
け
、
漁
師
が
見
張
り
に
立
ち
、
平

塚
駅
か
ら
は
乗
り
合
い
自
動
車
も
運
行

さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
七
年
、
市
制
施
行

記
念
と
し
て
出
さ
れ
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

に
は
「
海
水
浴
に
は
湘
南
・
平
塚
へ
」

と
記
さ
れ
、
京
浜
方
面
へ
宣
伝
し
た
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

第
二
次
世
界
大
戦
を
経
て
、
昭
和
三

十
二
年
、
平
塚
海
水
浴
場
は
「
平
塚
市

営
須
賀
海
水
浴
場
」
と
し
て
、
復
活
し

ま
す
。
し
か
し
、
昭
和
四
十
二
年
の
湘

南
海
岸
公
園
プ
ー
ル
開
設
に
伴
い
、
そ

の
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。
当
時
の
関
係
者

の
中
に
は「
海
底
の
地
形
が
変
わ
り
、危

険
に
な
っ
た
こ
と
が
原
因
だ
」
と
話
す

人
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

平
成
二
年
に
開
か
れ
た
イ
ベ
ン
ト
・

サ
ー
フ
’90
の
際
、
平
塚
海
岸
に
、
ボ
ー

ド
ウ
ォ
ー
ク
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
五
年
後
に
は
、
シ
ャ
ワ
ー
や
ト
イ
レ

を
備
え
た
ビ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
も
オ
ー
プ

ン
し
、
一
年
を
通
し
て「
海
浜
浴
」や
ビ

ー
チ
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
人
た
ち
で
、

に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
現
在
、
県
で
は
、
浸
食
傾
向
に

あ
る
平
塚
海
岸
の
砂
浜
を
守
る
と
と
も

に
、
だ
れ
も
が
親
し
め
る
海
岸
に
す
る

た
め
、
沖
合
に
Ｔ
字
型
の
堤
防
を
築
い

て
砂
の
流
出
を
防
ぐ
事
業
や
浜
に
砂
を

入
れ
る
事
業
な
ど
を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
近
い
将
来
、
平
塚
海
岸

が
再
び
「
泳
げ
る
海
」
と
な
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

▽
担
当
　
社
会
教
育
課
（
1
35
―
８
１

３
０
）

s第4回t

昭和初期の
平塚海水浴場

●保健センター
・中里34-17
・134-0311

バ ス 平塚駅北口⑤番線から諏訪
町・農業高校経由市民病院行き、「医
療センター前」下車、大人片道170円
※同番線からの湘南日向岡行き、東海
大学行き、金田公民館行きも停車します。

応募方法 カラー写真の裏に赤

ちゃんの氏名（ふりがな）･生年

月日･性別･住所と電話番号を記

入し、広報課「赤ちゃんのステー

ジ」係（〒254-8686 浅間町9-1）

へ。対象は市内にお住まいの1歳

未満の赤ちゃん。締め切りは前

月の20日。今回の応募は40人。

昭和初期のにぎわう平塚海岸　写真提供：杉崎俊和さん
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